
環境保全事業

工場診断サービス
～水質汚濁防止法に対応～
ミヤマでは工場診断を行い、設備の構
造や仕様の確認、定期点検の代行、
水質汚濁防止法に伴うコンサルティン
グや設備改善提案を行っています。

・この施設は届け出が必要？
・基準に合致しているか不安だ
・定期点検や記録の方法は？
・埋設配管の点検方法は？

土を「洗う」という発想から生まれた
現地処理の新技術
　昨年 11 月の PIGEON POST vol.12 で紹介した「現地洗浄
サービス」の現場レポートをお届けします。このサービスはミヤマが
開発した化学洗浄技術によりこれまで困難とされた高濃度の重金属
汚染土壌の現地処理を行うもので、今回は土壌汚染対策法の基
準値を超えるふっ素及びその化合物がスポット的に分布している敷
地内で処理を行いました。
　掘削した約 146t の汚染土壌をこの現場に合わせて調合した機
能性洗浄液で化学洗浄し、洗浄後の土壌は現地に埋め戻して処
理を完了しました。

　本サービスは車両１台分の設置スペースで処理できるため、工場
等の稼働への影響を最小限に抑えることができ、汚染土壌の搬出
を伴わないため汚染物質の拡散や環境負荷の低減、周辺への影
響など、環境に配慮した対策を低コストで行うことができます。

早期発見 早期改善

こんな悩みを解消します！

法規制強化の1,4-ジオキサンに対応
ミヤマ環境分析サービス

油脂の抽出や洗浄用の溶剤として使用されることの多い
1,4-ジオキサンは、平成 21年の環境基準項目への追加を
初めとして、昨年 11月には排水基準が設定され、本年 6月
からは一定濃度以上を含む廃棄物が特別管理産業廃棄物
に指定されるなど、近年規制が強化されている物質です。ミヤ
マ環境分析サービスは1,4-ジオキサンにも対応し、分析から
処理までお客様の環境マネジメントをサポートしています。

排水や廃棄物中の1,4-
ジオキサンを分析するガ
スクロマトグラフ質量分
析計

洗浄システム一式を搭載したトレーラー

汚染土壌 脱水後、洗浄液は再利用 洗浄済み土壌（埋め戻し）
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安
曇
野
水
紀
行
。

ピジョンポスト #15



　

水
清
く
風
薫
る
安
曇
野
。
美
し
い
田

園
風
景
が
広
が
り
、
水
面
に
残
雪
が
連

な
る
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
映
る
風
景

は
、
誰
も
が「
安
曇
野
ら
し
さ
」を
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

長
野
県
下
で
も
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ

る
こ
の
地
は
、か
つ
て
は
稲
作
に
不
向
き

な
荒
涼
と
し
た
大
地
で
し
た
。

　

北
ア
ル
プ
ス
の
秀
峰・常
念
岳
に
源
を

発
す
る
烏
川
は
、
安
曇
野
の
平
野
部
ま

で
流
れ
込
む
と
、ほ
ぼ
流
水
が
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。ほ
か
に
も
、こ
の
地
に
は

途
中
で
水
が
な
く
な
る
、い
わ
ゆ
る「
尻

無
川
」が
い
く
つ
も
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ

ら
の
河
川
は
、北
ア
ル
プ
ス
の
渓
谷
で
そ

れ
ぞ
れ
急
流
と
な
っ
て
岩
石
や
土
砂
を

運
び
、平
地
部
に
入
る
と
礫
の
多
い
土
砂

を
扇
状
に
堆
積
し
て
水
は
け
の
良
い
扇

状
地
を
形
成
し
ま
す
。安
曇
野
は
こ
の
よ

う
な
扇
状
地
が
い
く
つ
も
重
な
り
あ
う
、

全
国
的
に
も
珍
し
い「
大
複
合
扇
状
地
」。

そ
の
た
め
豊
か
な
水
は
地
中
へ
と
染
み

込
み
、古
く
は
川
の
右
岸
と
左
岸
で
水
を

め
ぐ
る
対
立
も
起
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
人
々
は
知
恵
を
出

し
合
い
、
堰せ

ぎ

と
呼
ば
れ
る
農
業
用
水
路

の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
な
か
で
も
最

も
革
命
的
で
、
現
在
の
安
曇
野
に
広
が

る
約
1
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
園
の

礎
を
築
い
た
奇
跡
の
堰
が
、
江
戸
時
代

後
期
の
文
化
13（
1
8
1
6
）
年
に
開

削
さ
れ
た
拾じ

っ
か
せ
ぎ

ケ
堰
で
す
。
大
複
合
扇
状

地
の
中
央
を
、
ほ
ぼ
標
高
5
7
0
m
の

等
高
線
に
沿
っ
て
横
切
り
、
長
さ
は
約

15
㎞
に
し
て
勾
配
は
わ
ず
か
三
千
分

の
一
。
1
㎞
進
ん
で
30
㎝
ほ
ど
下
が
る

だ
け
と
い
う
微
妙
な
高
低
差
は
、
驚
く

ほ
ど
単
純
な
木
製
の
計
測
器
で
測
量

さ
れ
、
鍬
や
つ
る
は
し
だ
け
で
、
の
べ

6
万
7
0
0
0
人
の
地
域
住
民
に
よ
っ

て
掘
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
も
完

成
は
着
工
か
ら
お
よ
そ
3
ヵ
月
と
い
う

驚
異
的
な
早
さ
。こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
功
労
者
の
ひ
と
り
が
、
26
年
間
に

も
お
よ
ぶ
期
間
を
土
地
の
調
査
に
費
や

し
、
村
人
の
反
対
に
も
屈
せ
ず
、
取
り

ま
と
め
役
を
果
た
し
た
柏
原
村
の
庄
屋・

等
々
力
孫
一
郎
で
す
。

　

安
曇
野
の
水
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で「
安

曇
野
案
内
人
倶
楽
部
」代
表
の
等
々
力

秀
和
さ
ん
は
、そ
の
子
孫
。

　
「
拾
ケ
堰
は
、あ
と
3
年
で
開
削
か
ら

2
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。私
た
ち
は
こ
の

歴
史
あ
る
文
化
遺
産
を
次
世
代
に
伝
え

る
こ
と
で
、多
く
の
人
に
繰
り
返
し
安
曇

野
を
訪
れ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
、魅
力
的

な
こ
の
地
の
広
報
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、堰
周
辺
の
広
場
に
花
を
植
え
た
り
、

草
取
り
や
水
や
り
を
定
期
的
に
行
う
こ

と
で
、景
観
の
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
」

　

と
話
し
ま
す
。

　

今
、
安
曇
野
で
目
に
す
る
豊
か
な
水

は
、北
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
、か
つ
て
こ

の
地
に
生
き
た
人
の
努
力
に
よ
っ
て
今

に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
と
人
が
創
っ
た
豊
か
な
大
地

水とともに歩む安曇野の歴史

観光や視察で安曇野を訪れた人々に向けた現地
ガイド活動を行う「安曇野案内人倶楽部」代表。
ほかに松本地域景観育生サポーター運営委員会
や、NPO法人信州ふるさとづくり応援団理事長
など、安曇野に関するさまざまな活動を精力的に
行っている。

等々力秀和さん

ピジョンポスト #15ミヤマから「信州のキラメキ」をお届けします

自転車ひろばから望む拾ケ堰

大王わさび農場の脇、万水川と並行して流れる蓼川（たてかわ）では、か
つて黒沢明監督の映画『夢』のほか、NHK朝の連続テレビ小説『おひさ
ま』の撮影も行われました。

　

扇
状
地
で
地
下
へ
と
浸
水
し
た
北
ア

ル
プ
ス
か
ら
の
雪
解
け
水
は
伏
流
水
と

な
り
、不
透
水
層
を
流
れ
て
、再
び
扇
状

地
の
終
わ
る
扇
末
部
、
安
曇
野
で
も
っ

と
も
低
い
土
地
で「
湧
水
」と
な
っ
て
姿

を
現
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
安
曇
野
の
地

は
、
水
源
が
乏
し
い
扇
状
地
と
、
水
資

源
が
豊
富
な
湧
水
地
が
併
存
し
て
い
ま

す
。そ
の
湧
水
か
ら
な
る
河
川
の
ひ
と
つ

が「
万よ

ろ
ず
い
が
わ

水
川
」。わ
ず
か
7・
4
㎞
の
短
い

こ
の
川
は
、平
野
部
か
ら
突
然
姿
を
現
わ

し
、北
か
ら
も
南
か
ら
も
、万（
よ
ろ
ず
）

の
水
を
集
め
て
満
々
と
流
れ
ま
す
。

　

こ
の
万
水
川
沿
い
に
あ
る
の
が
、
15

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
京
ド
ー
ム
約
11
個
分

の
日
本
最
大
規
模
の
わ
さ
び
田「
大
王

わ
さ
び
農
場
」で
す
。日
量
70
万
ト
ン
も

の
湧
水
量
を
誇
る「
安
曇
野
わ
さ
び
田

大王わさび農場
長野県安曇野市穂高1692　☎0263-82-2118　8時30分～17時20
分（季節変動あり）　年中無休　入場無料

北アルプスの雪解け水が伏流水と
なり、1日70万トンの水が湧出して
いる「安曇野わさび田湧水群」。国
土交通省から「水の郷」の認定を受
け、環境省の「名水百選」にも選出
されました。豊かな水はわさび栽培
に用いられ、その排水はニジマス養
殖にも利用されています。

安曇野 のわさび

自転車ひろば

安曇野わさび田湧水群

穂高神社

押野山

黒沢山

蝶ヶ岳

常念岳

大天井岳

燕岳

餓鬼岳

有明山

松川村

池田町

安曇野市

松本市

中房川 中房川扇状地

大王わさび農場
烏川

烏川扇状地

乳房川

高瀬川 犀川

犀川拾ヶ堰

拾ヶ堰

梓川水路

梓川水路 梓川 奈良井川

黒沢川

黒沢川扇状地

穂高川

万水川

乳川

安曇野市

わさびには、冷たく清らかな渓流や湧水で育てる「沢
わさび」と、畑で育てる「畑わさび」があり、安曇野
では主に生食用として利用される沢わさびを栽培し
ています。大王わさび農場では、収穫までおよそ2
年を要し、生わさびのほか、わさび漬やわさび風味
の漬物、菓子類などの加工品、場内レストランの食
材としても使用されています。

清
ら
か
な
雪
解
け
水
が
育
む

安
曇
野
の
わ
さ
び
の
あ
る
風
景

湧
水
群
」の
一
角
に
位
置
し
、1
日
12
万

ト
ン
の
湧
水
を
引
き
込
ん
で
わ
さ
び
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
る
観
光
客
は

年
間
で
お
よ
そ
1
2
0
万
人
。
安
曇
野

随
一
の
観
光
地
で
、
特
に
3
月
下
旬
か

ら
5
月
上
旬
に
は
わ
さ
び
の
白
い
花
が

咲
き
揃
い
、
残
雪
を
抱
く
北
ア
ル
プ
ス

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事
な
風
景
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
に
わ
さ
び
田
が
開
拓
さ
れ
た

の
は
大
正
時
代
。
清
ら
か
で
豊
富
な
水

に
加
え
、
水
温
が
外
気
温
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
年
間
を
通
し
て
13
℃
前

後
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
さ
び
栽
培
に

は
最
適
で
、
収
穫
は
1
年
中
行
わ
れ
て

い
ま
す
。わ
さ
び
の
生
産
量
は
長
野
県
が

全
国
一
。そ
し
て
そ
の
9
割
以
上
が
安
曇

野
産
で
す
。

安曇野には人々の暮らしを
見守る道祖神が500体以上
点在しており、大王わさび農
場内にも男神・女神が並ぶ双
体道祖神があります。


